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は
じ
め
に
 
 

国
税
徴
収
法
（
以
下
「
徴
収
法
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
第
二
次
納
税
義
務
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
四
年
の
徴
収
法
の
全
文
改
正
に
よ
 
 

（
注
1
）
 
 

っ
て
拡
充
・
整
備
さ
れ
て
以
来
、
主
た
る
納
税
義
務
と
の
関
係
、
成
立
と
確
定
、
時
効
」
除
斥
期
澗
及
び
第
二
次
納
税
義
務
者
の
権
利
救
 
 

済
等
に
関
し
て
多
く
の
議
論
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
原
因
は
、
第
二
次
納
税
義
務
の
通
則
に
関
す
る
法
律
の
規
定
が
徴
収
法
三
十
二
 
 

条
他
極
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、
徴
収
法
の
改
正
以
後
に
制
定
さ
れ
た
国
税
通
則
法
（
以
下
「
通
則
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
も
、
第
二
次
 
 

納
税
義
務
の
通
則
に
つ
い
て
は
格
別
の
規
定
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
解
釈
に
依
存
す
る
余
地
が
多
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
 
 

る
。
特
に
第
二
次
納
税
義
務
者
の
権
利
救
済
の
問
題
に
づ
い
て
は
、
第
二
次
納
税
義
務
者
が
通
常
の
納
税
者
に
比
べ
て
不
利
な
立
場
に
あ
 
 

る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
権
利
救
済
の
方
法
に
関
し
て
活
発
な
議
論
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
 
 
 

第
二
次
納
税
義
務
制
度
の
特
色
は
、
本
来
租
税
債
権
は
納
税
者
の
責
任
財
産
か
ら
履
行
さ
れ
又
は
責
任
財
産
に
追
及
さ
れ
る
も
の
で
あ
 
 

る
の
に
対
し
て
、
徴
収
法
三
十
三
条
か
ら
四
十
一
条
に
定
め
る
特
定
の
場
合
に
第
三
者
の
財
産
か
ら
履
行
さ
れ
又
は
第
三
者
の
財
産
に
追
 
 

及
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
し
て
第
三
者
で
あ
る
第
二
次
納
税
義
務
者
が
負
担
す
べ
き
第
二
次
納
税
義
務
の
範
囲
決
定
の
前
提
と
な
る
 
 

主
た
る
納
税
義
務
は
第
二
次
納
税
義
務
者
と
無
関
係
に
確
定
し
、
更
正
・
決
定
・
賦
課
決
定
の
課
税
処
分
も
制
度
と
し
て
は
第
二
次
納
税
 
 

義
務
者
に
通
知
さ
れ
る
こ
と
は
無
い
。
第
二
次
納
税
義
務
者
に
と
っ
て
重
要
な
事
項
が
、
第
二
次
納
税
義
務
者
の
関
知
し
な
い
と
こ
ろ
 
 

で
、
主
た
る
納
税
義
務
者
と
国
の
間
で
確
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
通
常
の
納
税
義
務
者
の
立
場
と
異
な
る
特
異
な
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
 
 

た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
が
遵
法
で
あ
っ
た
と
き
、
第
二
次
納
税
義
務
者
は
ど
の
よ
う
に
そ
の
違
法
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
権
利
の
 
 

救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
種
々
の
議
論
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
 
 
 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
納
税
義
務
者
が
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
 
 

二
九
 
 
 



三
〇
 
 

（
注
2
）
 
 

分
の
違
法
（
無
効
を
除
く
。
）
を
主
張
で
き
な
い
こ
と
を
判
示
し
た
昭
和
五
十
年
八
月
二
十
七
日
の
最
高
裁
判
決
（
以
下
「
五
十
年
長
高
裁
 
 

判
決
」
と
い
う
。
）
、
第
二
次
納
税
義
務
者
が
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
自
体
に
つ
い
て
の
無
効
確
認
訴
訟
及
び
取
消
訴
訟
の
原
告
適
 
 

（
注
3
）
 
 

格
を
有
す
る
こ
と
を
判
示
し
た
平
成
元
年
二
月
二
十
二
日
大
阪
高
裁
判
決
（
以
下
「
元
年
大
阪
高
裁
判
決
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
上
告
審
 
 

（
注
4
）
 
 

で
あ
る
平
成
三
年
一
月
十
七
日
の
最
高
裁
判
決
（
以
下
「
三
年
最
高
裁
判
決
」
と
い
う
。
）
が
多
く
の
議
論
に
対
す
る
現
実
的
な
結
論
を
提
 
 

供
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

し
か
し
、
五
十
年
長
高
裁
判
決
及
び
元
年
大
阪
高
裁
判
決
の
結
論
を
も
っ
て
し
て
は
、
第
二
次
納
税
義
務
者
の
十
分
な
権
利
救
済
は
図
 
 

れ
な
い
と
し
て
、
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
顆
庇
を
主
張
で
き
る
と
す
る
 
 

有
力
な
見
解
が
あ
る
。
 
 
 

本
稿
で
は
、
第
二
次
納
税
義
務
者
の
権
利
救
済
に
関
す
る
諸
学
説
を
概
観
し
っ
つ
、
五
十
年
最
高
裁
判
決
及
び
元
年
大
阪
高
裁
判
決
を
 
 

（
注
5
）
 
 

検
討
し
、
さ
ら
に
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
に
除
斥
期
間
は
無
い
と
す
る
平
成
六
年
十
二
月
六
日
の
最
高
裁
判
決
も
参
考
と
し
て
、
第
二
 
 

次
納
税
義
務
者
の
権
利
救
済
に
つ
い
て
い
か
に
解
す
べ
き
か
考
察
す
る
。
 
 

注
 
 
 

（
1
）
 
昭
和
三
十
四
年
の
徴
収
法
全
文
改
正
の
方
向
づ
け
を
し
た
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
八
日
「
租
税
徴
収
制
度
調
査
会
答
申
」
の
第
三
の
一
の
一
策
二
 
 

次
納
税
義
務
制
度
の
あ
り
方
で
は
、
次
の
と
お
り
述
べ
て
い
る
。
「
こ
の
第
二
次
納
税
義
務
の
制
度
は
、
形
式
的
に
第
三
者
に
財
産
が
帰
属
し
て
い
 
 

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
実
質
的
に
は
納
税
者
に
そ
の
財
産
が
帰
属
し
て
い
る
と
認
め
て
も
、
公
平
を
失
し
な
い
と
き
に
お
い
て
、
形
式
的
な
権
利
の
 
 

帰
属
を
否
認
し
て
、
私
法
秩
序
を
乱
す
こ
と
を
避
け
つ
つ
、
そ
の
形
式
的
に
権
利
が
帰
属
し
て
い
る
者
に
対
し
て
補
充
的
に
納
税
義
務
を
負
担
さ
せ
 
 

る
こ
と
に
ょ
り
、
徴
税
手
続
の
合
理
化
を
図
る
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
制
度
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
趣
旨
に
そ
う
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
 
 

つ
い
て
は
、
二
以
下
に
述
べ
る
と
お
り
現
行
制
度
を
維
持
し
、
又
は
こ
れ
を
改
善
し
、
か
つ
、
新
た
に
そ
の
制
度
の
拡
充
を
図
る
こ
と
と
す
べ
き
で
 
 

あ
る
。
」
 
 
 



一
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
に
お
け
る
主
張
 
 
 

1
 
問
題
の
所
在
 
 
 

徴
収
法
三
十
二
条
に
基
づ
く
第
二
次
納
税
義
務
者
に
対
す
る
納
付
通
知
書
に
よ
る
告
知
は
、
徴
収
法
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
 
 

（
注
）
 
 

よ
り
抽
象
的
に
成
立
し
て
い
た
第
二
次
納
税
義
務
を
具
体
的
に
確
定
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
 
 

は
琴
一
次
納
税
義
務
者
は
不
服
申
立
て
を
し
、
さ
ら
に
訴
訟
を
提
起
し
て
そ
の
取
消
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
通
則
法
七
十
五
条
、
行
 
 

政
事
件
訴
訟
法
三
条
）
。
こ
れ
は
通
常
の
納
税
者
が
更
正
・
決
定
・
賦
課
決
定
の
課
税
処
分
に
対
し
て
、
不
服
申
立
を
し
訴
訟
を
提
起
す
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
例
え
ば
徴
収
法
三
十
九
条
の
無
償
ま
た
は
著
し
く
低
い
額
の
対
価
に
よ
る
譲
渡
が
あ
 
 

っ
た
こ
と
に
よ
る
第
二
次
納
税
義
務
の
告
示
処
分
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
譲
渡
が
無
か
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
取
消
を
求
め
る
と
き
、
 
 

す
な
わ
ち
琴
一
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
に
固
有
の
輝
庇
が
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
と
き
に
は
、
格
別
の
問
題
は
生
じ
な
い
∧
。
し
か
し
、
 
 

第
二
次
納
税
義
務
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
主
た
る
納
税
義
務
者
の
国
税
が
滞
納
に
な
っ
て
お
り
、
滞
納
処
分
を
執
行
し
て
も
な
お
教
収
 
 

す
べ
き
額
に
不
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
共
通
の
要
件
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
第
二
次
納
税
義
務
の
前
提
と
な
る
主
た
る
 
 

納
税
義
務
に
税
額
の
誤
り
が
あ
る
と
き
、
す
な
わ
ち
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
に
横
痕
が
あ
る
と
き
は
、
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
主
 
 

た
る
納
脱
義
務
は
主
た
る
納
税
義
務
者
に
対
し
て
確
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
頂
庇
を
琴
二
者
で
あ
る
第
二
次
納
税
義
務
者
 
 

三
一
 
 
 

5 4 3 2 ＼＿／   ）     ）     ）  

昭
和
五
十
年
八
月
二
十
七
日
最
高
裁
第
二
小
法
廷
判
決
・
民
集
二
九
巻
七
号
一
二
二
六
京
 
 

平
成
元
年
二
月
二
十
二
日
大
阪
高
裁
判
決
・
税
務
訴
訟
資
料
一
六
九
号
三
三
三
京
 
 

平
成
三
年
一
月
十
七
日
最
高
裁
第
一
小
法
廷
判
決
・
税
務
訴
訟
資
料
一
入
二
号
入
貢
 
 

平
成
六
年
十
二
月
六
日
最
高
裁
第
三
小
法
廷
判
決
・
判
例
時
報
一
五
一
入
号
〓
ニ
貫
 
 



三
二
 
 
 

が
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
「
第
二
次
納
税
義
務
者
と
主
た
る
納
税
義
務
者
の
間
に
は
、
▲
徴
収
法
の
各
規
定
に
定
め
る
特
別
の
関
係
が
あ
る
た
め
、
実
際
に
は
 
 

第
二
次
納
税
義
務
者
が
主
た
る
納
税
義
務
の
成
立
・
確
定
を
知
り
得
る
場
合
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
時
 
 

に
は
第
二
次
納
税
義
務
が
成
立
す
る
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
制
度
的
に
は
主
た
る
納
税
義
務
者
に
対
す
る
課
税
処
分
が
第
二
次
 
 

納
税
義
務
者
に
通
知
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
第
二
次
納
税
義
務
者
ほ
琴
一
次
納
税
義
務
の
告
知
を
受
け
て
初
め
て
主
た
る
納
 
 

税
義
務
の
内
容
を
知
り
得
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
次
納
税
義
務
者
が
主
た
る
納
税
義
務
の
税
額
の
誤
り
を
知
り
得
る
の
も
 
 

第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
に
お
い
て
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
、
主
た
る
納
税
義
務
の
税
額
の
誤
り
．
を
主
張
 
 

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
第
二
次
納
税
義
務
者
の
権
利
救
済
手
続
と
し
て
、
通
常
の
納
税
者
に
比
べ
て
不
利
な
立
場
に
立
つ
こ
と
は
 
 

な
い
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
輝
疲
を
主
張
で
き
る
か
否
 
 

か
が
、
第
二
次
納
税
義
務
者
の
権
利
救
済
に
お
い
て
重
要
な
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
 
 

注
 
 
 

こ
の
よ
う
に
解
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
 
 
 

昔
国
二
郎
他
共
編
・
国
税
徴
収
法
精
解
四
三
入
京
 
 
 

浅
田
久
治
郎
・
深
谷
和
夫
・
西
沢
博
・
小
林
武
廣
・
第
二
次
納
税
義
務
の
理
論
と
実
務
二
〇
五
貢
 
 
 

善
良
実
「
第
二
次
納
税
義
務
と
主
た
る
納
税
義
務
と
の
関
係
」
税
法
学
二
五
七
号
〓
些
頁
 
 
 

三
好
達
「
第
二
次
納
税
義
務
に
関
す
る
一
・
二
の
問
題
」
松
田
判
事
在
職
四
十
年
記
念
『
会
社
と
訴
訟
（
下
）
』
八
六
二
京
 
 
 

北
野
弘
久
・
・
判
例
評
釈
・
民
商
法
雑
誌
七
重
巻
六
号
九
六
七
京
 
 
 

北
野
弘
久
編
・
現
代
税
法
語
義
（
二
訂
版
）
第
十
八
草
（
執
筆
担
当
水
野
武
夫
）
三
二
〇
頁
 
 
 



三
木
義
丁
現
代
税
法
と
人
権
八
九
貢
 
 
 

国
税
徴
収
法
基
本
通
達
第
三
十
二
条
関
係
一
・
二
 
 
 

納
付
通
知
書
に
ょ
る
告
知
に
よ
っ
て
第
二
次
納
税
義
務
が
成
立
し
確
定
す
る
と
の
見
解
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
 
 
 

山
田
二
郎
・
税
務
訴
訟
め
理
論
せ
実
務
三
〇
二
頁
 
 
 

下
村
芳
夫
「
徴
収
権
の
消
滅
時
効
」
税
務
大
学
校
論
叢
七
号
二
二
四
頁
 
 
 

金
子
宏
・
租
税
法
第
五
版
一
四
三
京
 
 
 

成
立
と
い
う
概
念
は
操
用
す
る
余
地
は
な
く
告
知
に
よ
っ
て
第
二
次
納
税
義
務
が
発
生
す
る
と
の
見
解
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
 
 
 

大
島
恒
彦
「
琴
一
次
納
税
義
務
の
法
的
性
質
と
時
効
」
税
法
学
一
六
〇
号
一
五
頁
 
 
 

2
 
 課
税
処
分
の
顆
疲
の
主
張
に
関
す
る
学
説
 
 
 

主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
輝
痕
を
、
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
主
張
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
 
 

学
説
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
が
不
存
在
ま
た
は
無
効
で
あ
る
場
合
に
、
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
に
お
い
 
 

（
注
1
）
 
て
そ
れ
を
主
張
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
。
 
 

仙
 
消
極
説
 
 

学
説
の
多
く
は
、
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
塀
庇
を
主
張
す
る
こ
と
は
 
 

で
き
な
い
と
解
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
多
少
相
違
が
あ
る
。
 
 

（
注
2
）
 
 
 

ィ
説
 
課
税
処
分
に
は
行
政
処
分
と
し
て
の
公
定
力
が
認
め
ら
れ
、
権
限
の
あ
る
行
政
庁
の
取
消
が
凍
る
か
あ
る
い
は
一
定
の
行
政
争
 
 

訟
手
続
き
に
よ
っ
て
争
わ
れ
、
そ
の
結
果
国
税
不
服
審
判
所
な
り
裁
判
所
な
り
に
よ
る
取
消
が
あ
っ
て
始
め
て
そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
に
 
 

な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
取
消
が
無
い
以
上
、
主
た
る
納
税
義
務
者
に
対
す
る
課
税
処
分
の
課
税
標
準
な
り
税
額
な
り
を
争
う
こ
と
は
 
 

三
三
 
 
 



三
四
 
 

（
注
3
）
 
 

で
き
な
い
 

口
説
 
第
二
次
納
税
義
務
者
は
、
主
た
る
納
税
義
務
者
の
利
益
を
引
き
継
い
だ
着
で
あ
る
と
考
え
、
第
二
次
納
税
義
務
ほ
、
主
た
る
納
 
 

税
義
務
の
徴
収
手
続
き
の
一
つ
で
あ
り
、
課
税
処
分
と
滞
納
処
分
と
の
間
に
違
法
性
の
承
批
が
認
め
ら
れ
な
い
原
則
か
ら
、
課
税
処
分
の
 
 

（
注
4
）
 
違
法
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
せ
な
い
。
 
 
 

ハ
説
 
主
た
る
納
税
義
務
者
の
納
税
義
務
と
第
二
次
納
税
義
務
者
の
納
税
義
務
と
は
法
律
上
別
個
の
も
の
で
あ
り
、
違
法
性
の
乗
艇
が
 
 

認
め
ら
れ
る
い
わ
れ
は
な
い
の
で
、
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
取
消
事
由
を
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
の
無
効
ま
た
は
取
消
 
 

（
注
5
）
 
事
由
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
各
説
は
い
ず
れ
も
課
税
処
分
の
公
定
力
に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
イ
説
が
主
た
る
納
税
義
務
者
の
課
 
 

（
注
6
）
 
 

税
処
分
を
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
の
先
決
問
題
と
し
て
理
解
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
口
説
は
課
税
処
分
と
告
知
処
 
 

（
注
7
）
 
 

分
の
関
係
を
場
合
に
よ
っ
て
は
違
法
性
の
承
継
の
認
め
ら
れ
る
一
連
の
手
続
き
に
お
け
る
先
行
・
後
行
行
為
に
該
当
す
る
と
理
解
し
な
が
 
 

ら
も
、
一
連
の
手
続
で
あ
っ
て
も
違
法
性
の
承
継
が
無
い
と
の
解
釈
が
確
定
し
て
い
る
課
税
処
分
と
滞
納
処
分
と
の
関
係
で
あ
る
と
す
る
 
 

も
の
で
あ
る
。
ハ
説
は
P
説
に
対
し
て
課
税
処
分
と
告
知
処
分
は
先
行
・
後
行
行
為
の
関
係
に
立
つ
も
の
で
は
な
く
、
当
然
に
違
法
性
の
 
 

承
継
も
問
題
に
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
イ
説
に
帰
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
 
 

悌
 
積
極
説
 
 
 

第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
暇
庇
を
争
え
る
と
す
る
積
極
説
は
、
消
極
説
 
 

に
立
つ
場
合
に
は
、
現
実
的
な
第
二
次
納
税
義
務
者
の
権
利
救
済
に
欠
け
る
面
が
あ
る
と
の
理
解
の
下
に
工
夫
さ
れ
た
理
論
と
い
え
よ
 
 

う
。
こ
の
積
極
説
に
も
二
説
が
あ
る
。
 
 
 



ィ
説
 
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
と
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
は
先
行
・
後
行
行
為
の
関
係
に
あ
り
、
違
法
性
が
承
継
さ
れ
 
 

る
。
課
税
処
分
と
滞
納
処
分
の
関
係
で
は
違
法
性
は
承
継
さ
れ
な
い
が
、
告
知
処
分
は
徴
収
上
の
処
分
で
あ
っ
て
も
新
た
な
納
税
義
務
を
 
 

発
生
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
滞
納
処
分
と
同
じ
に
考
え
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
違
法
性
の
承
継
が
否
定
さ
れ
る
の
は
、
後
行
行
為
に
よ
り
不
 
 

利
益
を
う
け
る
者
に
先
行
行
為
を
争
う
機
会
が
十
分
に
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
第
二
次
納
税
義
務
者
に
は
そ
の
椀
会
が
十
分
 
 

（
注
8
）
 
 

与
え
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
、
違
法
性
の
承
継
が
屈
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

。
説
 
抽
象
的
に
発
生
す
る
第
二
次
納
税
義
務
せ
い
う
も
の
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
主
た
る
納
税
義
務
の
抽
像
的
な
租
税
債
務
の
範
囲
 
 

に
お
い
て
発
生
す
る
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ
を
超
え
て
は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
告
知
に
か
か
る
納
税
義
務
に
見
合
う
べ
き
主
た
 
 

（
注
9
）
 
 

る
納
税
義
務
者
の
抽
象
的
租
税
債
務
の
一
部
ま
た
は
全
部
の
不
存
在
は
告
知
の
塀
疲
と
し
て
そ
の
取
消
理
由
と
な
り
う
る
。
 
 

（
注
1
0
）
 
 
 

ロ
説
は
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
顆
痕
を
争
う
こ
と
に
つ
い
て
は
公
定
力
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
消
極
に
解
す
る
も
 
 

の
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
違
法
で
な
い
正
し
い
主
た
る
納
税
義
務
の
主
張
を
許
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
積
極
説
に
分
類
し
て
さ
し
つ
か
え
 
 

な
い
も
の
と
考
え
る
。
 
 
 

浅
田
他
・
前
掲
幸
三
一
五
貢
 
 
 

田
中
二
郎
・
新
版
行
政
法
上
巻
全
訂
第
二
版
一
〇
五
貫
「
行
政
行
為
は
、
法
律
に
基
づ
く
公
権
力
の
行
使
で
あ
る
こ
と
の
特
殊
性
に
基
づ
き
、
そ
 
 

の
成
立
に
何
ら
か
の
張
疲
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
重
大
か
つ
明
白
な
暇
庇
で
あ
っ
て
そ
の
た
め
に
絶
対
に
無
効
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
ほ
か
は
、
原
 
 

則
と
し
て
、
適
法
の
推
定
を
受
け
、
権
限
の
あ
る
行
政
庁
が
職
権
に
よ
っ
て
こ
れ
を
取
り
消
す
か
一
定
の
争
訟
手
続
に
よ
っ
て
争
っ
た
結
果
、
そ
れ
 
 

が
取
り
消
さ
れ
る
ま
で
は
、
そ
の
相
手
方
は
も
ち
ろ
ん
、
裁
判
所
・
行
政
庁
そ
の
他
第
三
者
も
一
応
、
こ
れ
を
有
効
な
行
為
と
し
て
尊
重
し
な
け
れ
 
 

ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
」
 
 
 

な
お
、
公
定
力
に
つ
い
て
は
『
「
行
政
行
為
の
中
に
本
来
内
在
し
て
い
て
、
遵
法
な
行
政
行
為
に
も
法
的
な
効
果
を
与
え
る
力
」
と
言
っ
た
よ
う
 
 

三
五
 
 
 



三
六
 
 

な
「
実
体
」
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
抗
告
訴
訟
制
度
と
か
自
力
執
行
規
定
等
、
実
体
法
上
設
け
ら
れ
て
い
る
行
政
行
為
に
関
係
す
る
様
々
の
法
制
度
 
 
 

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
、
い
わ
ば
一
食
の
反
射
的
効
果
に
過
ぎ
な
い
』
と
の
観
点
か
ら
様
々
な
批
判
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
藤
 
 
 

田
宙
靖
・
第
三
版
行
政
法
Ⅰ
（
総
論
）
改
訂
版
一
九
九
頁
）
。
 
 

（
3
）
 
善
良
・
前
掲
税
法
学
二
五
七
号
二
六
京
 
 

大
崎
満
「
主
た
る
納
税
義
務
の
猥
庇
と
第
二
次
納
税
義
務
者
の
争
訟
手
段
」
税
務
大
学
校
論
叢
九
号
一
入
六
貢
 
 

浅
田
他
・
前
掲
書
三
〓
ハ
貢
 
 

（
4
）
 
藤
原
淳
一
郎
・
租
税
判
例
研
究
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
二
八
号
一
六
三
文
 
 

（
5
）
 
善
良
こ
別
掲
・
税
法
学
二
五
七
号
二
六
頁
 
 

鈴
木
重
武
・
行
政
判
例
研
究
・
自
治
研
究
第
五
一
巻
九
号
一
五
五
貢
 
 

（
6
）
 
小
早
川
光
郎
「
先
決
問
題
と
行
政
行
為
」
田
中
二
郎
舌
稀
記
念
『
公
法
の
理
論
上
』
三
七
三
貢
「
行
政
行
為
の
存
在
が
、
当
該
行
為
に
対
す
る
取
 
 
 

消
ま
た
は
無
効
確
認
訴
訟
（
い
わ
ゆ
る
直
療
攻
撃
訴
訟
d
i
r
e
c
t
 
a
t
t
a
c
k
）
以
外
の
訴
訟
の
審
理
裁
判
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ば
す
か
の
問
題
、
い
 
 
 

い
か
え
れ
ば
、
裁
判
所
の
い
わ
ゆ
る
先
決
問
題
審
理
権
の
制
限
の
問
題
は
、
現
在
の
わ
が
く
に
で
は
、
主
と
し
て
行
政
行
為
の
公
定
力
の
理
論
に
よ
 
 

っ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。
」
 
 

な
お
、
課
税
処
分
と
滞
納
処
分
の
関
係
に
つ
い
て
同
三
八
八
貢
「
滞
納
処
分
蔽
対
す
る
訴
訟
に
お
い
て
課
税
要
件
の
誤
認
が
原
則
と
し
て
滞
納
処
 
 
 

分
の
遵
法
事
由
に
な
ら
な
い
と
い
ぅ
こ
と
は
、
課
税
処
分
の
本
来
の
効
果
を
の
ち
の
訴
訟
匿
お
い
て
適
用
せ
し
め
る
公
定
力
と
は
別
個
の
、
課
税
要
 
 
 

件
の
存
否
の
主
張
に
関
す
る
遮
断
効
果
が
課
税
処
分
転
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
結
果
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
 
 

（
7
）
 
田
中
こ
別
掲
幸
一
四
六
文
「
手
続
き
に
関
連
し
て
、
数
個
の
行
政
行
為
が
連
続
し
て
行
な
わ
れ
る
場
合
に
先
行
行
為
の
違
法
性
が
後
行
行
為
に
承
 
 
 

継
さ
れ
、
後
行
行
為
も
ま
た
違
法
と
さ
れ
る
か
、
す
な
わ
ち
、
違
法
性
の
承
継
が
認
め
ら
れ
る
か
（
後
行
行
為
の
違
法
の
理
由
と
し
て
先
行
行
為
の
 
 
 

違
法
で
あ
る
こ
と
を
主
張
で
き
る
か
）
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
は
、
相
連
続
し
て
行
な
わ
れ
る
行
為
が
一
つ
の
目
的
の
実
現
に
向
け
ら
れ
た
行
為
で
 
 
 

あ
る
か
ど
う
か
に
ょ
っ
て
き
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
」
 
 

な
お
、
租
税
の
賦
課
処
各
と
滞
納
処
分
は
別
個
の
効
果
を
目
的
と
す
る
も
の
と
さ
れ
る
（
田
中
・
前
掲
幸
三
二
八
貢
）
。
 
 

（
8
）
 
小
沢
義
彦
「
第
二
次
納
税
義
務
者
は
主
た
る
納
税
義
務
者
に
対
す
る
課
税
処
分
を
争
え
る
か
」
税
務
弘
報
≡
巻
三
号
六
二
貢
 
 

金
子
・
前
掲
書
l
四
六
貢
 
 



3
 
五
十
年
最
高
裁
判
決
 
 
 

五
十
年
最
高
裁
判
決
は
地
方
税
法
に
定
め
る
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
に
係
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
二
次
納
税
義
務
 
 

者
が
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
、
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
暇
庇
を
主
張
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
最
高
裁
と
し
て
初
め
 
 

て
判
断
し
次
の
通
り
判
示
し
た
。
 
 
 

「
国
税
徴
収
法
及
び
地
方
税
法
の
定
め
る
第
二
次
納
税
義
務
は
、
主
た
る
納
税
義
務
が
申
告
又
は
決
定
も
し
く
は
更
正
等
（
以
下
「
主
 
 

た
る
課
税
処
分
等
」
と
い
う
。
）
紅
よ
り
具
体
的
に
確
定
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
確
定
し
た
税
額
に
つ
き
本
来
の
納
税
義
務
者
の
 
 

財
産
に
滞
納
処
分
を
執
行
し
て
も
な
お
徴
収
す
べ
き
額
に
不
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
租
説
教
収
の
確
保
を
図
る
た
め
、
本
来
の
 
 

納
税
義
務
者
と
同
一
の
納
税
上
の
責
任
を
負
わ
せ
て
も
公
平
を
失
し
な
い
よ
う
な
特
別
の
関
係
に
あ
る
第
三
者
に
対
し
て
補
充
的
に
課
さ
 
 

れ
る
義
務
で
あ
っ
て
、
そ
の
納
付
告
知
は
、
形
式
的
に
は
独
立
の
課
税
処
分
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
実
質
的
に
は
、
右
第
三
者
を
本
来
の
 
 

納
税
義
務
者
に
準
ず
る
も
の
と
み
て
こ
れ
に
主
た
る
納
税
義
務
に
つ
い
て
の
履
行
責
任
を
負
わ
せ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
 
 

に
お
い
て
、
第
二
次
納
税
義
務
の
納
付
告
知
ほ
、
主
た
る
課
税
処
分
等
に
よ
り
確
定
し
た
主
た
る
納
税
義
務
の
徴
収
手
続
上
の
一
処
分
と
 
 

し
て
の
性
格
を
有
し
、
右
納
付
告
知
を
受
け
た
第
二
次
納
税
義
務
者
は
、
あ
た
か
も
主
た
る
納
税
義
務
に
つ
い
て
徴
収
処
分
を
受
け
た
本
 
 

三
七
 
 
 

（
9
）
 
三
好
・
前
掲
・
会
社
と
訴
訟
（
下
）
八
六
入
貢
 
 

小
早
川
光
郎
・
租
税
判
例
研
究
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
入
三
号
〓
ハ
一
貫
 
 

北
野
こ
別
掲
・
民
商
法
雑
誌
七
五
巻
六
号
九
六
七
京
 
 

北
野
弘
久
編
・
税
法
の
基
本
原
理
（
執
筆
担
当
水
野
武
夫
）
一
七
六
貢
 
 

三
木
・
前
掲
書
一
〇
四
貢
 
 

（
1
0
）
 
三
好
・
前
掲
・
会
社
と
訴
訟
（
下
）
八
六
六
頁
 
 



三
八
 
 
 

乗
の
納
税
義
務
者
と
同
様
の
立
場
に
立
つ
に
至
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
た
る
課
税
処
分
等
が
不
存
在
又
は
無
効
 
 

で
な
い
か
ぎ
り
、
主
た
る
納
税
義
務
の
確
定
手
続
に
お
け
る
所
得
誤
認
等
の
顆
庇
ほ
第
二
次
納
税
義
務
の
納
付
告
知
の
効
力
に
影
響
を
及
 
 

ぼ
す
も
の
で
は
な
く
、
第
二
次
納
税
義
務
者
は
、
右
納
付
告
知
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
、
右
の
確
定
し
た
主
た
る
納
税
義
務
の
存
否
又
は
 
 

数
額
を
争
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
 
 
 

こ
の
判
決
に
つ
い
て
の
学
説
は
、
第
二
次
納
税
義
務
者
と
主
た
る
納
税
義
務
者
と
の
間
に
は
特
別
の
関
係
が
あ
り
、
前
者
を
い
わ
ば
後
 
 

者
の
身
代
わ
り
と
し
て
と
ら
え
、
徴
収
処
分
を
受
け
た
本
来
の
納
税
者
が
徴
収
手
続
き
に
お
い
て
自
己
の
納
税
義
務
の
存
否
を
争
え
な
い
 
 

（
注
1
）
 
 

の
と
同
じ
く
、
第
二
次
納
税
義
務
者
も
主
た
る
納
税
義
務
の
存
否
を
争
え
な
い
と
し
て
、
判
旨
を
正
当
と
す
る
も
の
、
ま
た
、
現
行
法
上
 
 

の
第
二
次
納
税
義
務
者
は
い
ず
れ
も
主
た
る
納
税
義
務
者
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
で
あ
り
、
主
た
る
納
税
義
務
の
存
否
及
び
内
容
に
 
 

つ
い
て
は
、
課
税
処
分
の
段
階
で
主
た
る
納
税
義
務
者
に
争
訟
の
枚
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
以
上
、
徴
税
確
保
の
た
め
第
二
次
納
税
義
務
 
 

者
が
別
途
こ
れ
を
争
う
こ
と
を
認
め
な
い
制
度
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
不
合
理
で
あ
る
と
は
い
い
き
れ
な
い
と
し
て
判
旨
を
正
当
と
す
る
 
 

（
注
2
）
 
 

も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
主
た
る
納
税
義
務
者
と
第
二
次
納
税
義
務
者
の
立
場
を
同
視
し
て
違
法
性
の
承
継
を
否
定
す
る
こ
と
は
首
肯
で
き
 
 

な
い
が
、
先
行
課
税
処
分
と
納
付
告
知
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
別
個
の
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
る
各
独
立
し
た
処
分
で
あ
る
か
ら
違
法
性
 
 

（
注
3
）
 
 

の
承
腰
は
な
い
と
す
る
結
論
に
賛
成
す
る
説
が
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
に
反
し
、
租
税
賦
課
処
分
と
徴
収
処
分
と
の
間
に
違
法
性
の
承
継
が
な
い
と
の
見
解
を
疑
問
と
し
、
ま
た
第
二
次
納
税
義
務
の
告
 
 

知
処
分
を
徴
収
処
分
の
一
つ
と
解
す
る
こ
と
も
疑
問
と
し
つ
つ
、
違
法
性
の
承
継
の
点
か
ら
で
は
な
く
、
実
定
法
的
に
主
た
る
納
税
義
務
 
 

の
あ
り
方
自
体
が
第
二
次
納
税
義
務
成
立
の
構
成
要
件
を
構
成
し
て
い
る
の
で
、
第
二
次
納
税
義
務
成
立
自
体
に
か
か
る
問
題
と
し
て
主
 
 

（
注
4
）
 
 

た
る
納
税
義
務
の
違
法
性
を
主
張
し
う
る
と
し
て
、
判
旨
に
反
対
の
見
解
が
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
最
高
裁
は
昭
和
六
十
三
年
七
月
十
五
日
第
二
小
法
廷
判
決
（
税
務
訴
訟
資
料
一
六
五
号
三
一
五
貫
）
 
で
も
五
十
年
最
高
裁
判
決
 
 
 



と
同
旨
の
判
断
を
し
て
い
る
。
 
 

4
 
検
討
 
 

仙
 
違
法
性
の
不
承
継
と
公
定
力
 
 
 

五
十
年
最
高
裁
判
決
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
と
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
を
一
連
の
手
続
と
し
て
 
 

先
行
・
後
行
行
為
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
違
法
性
の
承
継
を
問
題
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
主
た
る
納
税
義
務
者
と
第
二
次
納
税
 
 

義
務
者
の
関
係
を
極
め
て
密
接
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
第
二
次
納
税
義
務
者
自
体
の
独
立
性
を
は
と
ん
ど
認
め
ず
、
第
二
次
納
税
義
務
 
 

の
告
知
処
分
を
徴
収
上
の
手
続
と
解
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
課
税
処
分
と
徴
収
処
分
と
ほ
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
目
的
を
有
す
る
 
 

（
注
1
）
 
処
分
で
あ
る
の
で
、
違
法
性
が
承
継
さ
れ
る
場
合
に
当
た
ら
な
い
と
の
確
立
し
た
解
釈
に
し
た
が
い
違
法
性
の
承
継
を
否
定
し
て
お
り
、
 
 

前
記
2
川
の
ロ
説
と
言
え
る
。
 
 
 

確
か
に
第
二
次
納
税
義
務
は
主
た
る
納
税
義
務
の
確
定
し
た
税
額
の
徴
収
手
続
に
お
い
て
追
及
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
第
二
次
納
 
 

税
義
務
の
告
知
処
分
が
主
た
る
納
税
義
務
者
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
徴
収
処
分
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
 
 

か
し
、
第
二
次
納
税
義
務
者
と
国
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
新
た
な
独
立
し
た
具
体
的
義
務
を
確
定
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
 
 

課
税
処
分
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
一
面
が
あ
る
こ
と
も
無
視
す
べ
き
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
こ
の
こ
と
は
違
法
性
の
承
継
を
よ
り
強
く
 
 

三
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四
〇
 
 

否
定
す
る
根
拠
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
と
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
を
、
場
合
に
よ
っ
て
は
違
法
 
 

性
の
承
継
が
認
め
ら
れ
る
一
連
の
手
続
で
あ
る
と
と
ら
え
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
一
連
の
手
続
で
あ
り
な
が
ら
そ
れ
ぞ
 
 

れ
が
別
個
の
目
的
を
有
す
る
行
為
で
あ
る
場
合
も
、
一
連
の
手
続
で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
独
立
し
た
行
為
で
あ
る
場
合
も
、
違
法
性
 
 

が
承
継
さ
れ
な
い
根
拠
は
先
行
の
行
為
の
公
定
力
に
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
 
 

㈲
 
公
定
力
の
範
囲
 
 
 

第
二
次
納
税
義
務
者
が
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
顆
庇
を
主
張
で
き
な
い
理
由
と
し
て
、
五
 
 

（
注
り
】
）
 
 

十
年
最
高
裁
判
決
以
前
の
下
級
審
判
決
は
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
公
定
力
を
理
由
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
公
定
力
に
つ
い
て
 
 

は
様
々
な
点
か
ら
議
論
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
行
政
行
為
に
当
然
匿
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
現
行
法
制
に
お
い
て
、
行
政
行
為
 
 

に
認
め
ら
れ
た
様
々
な
効
果
、
即
ち
排
他
的
取
消
訴
訟
制
度
、
自
力
執
行
力
な
ど
か
ら
結
果
的
に
認
め
ら
れ
る
効
力
で
あ
る
と
の
有
力
な
 
 
 
 
 
（
注
 

3
）
 
 

見
解
が
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
姦
税
処
分
と
徴
収
処
分
紅
蓮
法
性
の
承
継
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
「
課
税
要
件
の
存
否
が
滞
納
処
分
の
取
消
請
求
に
 
 

対
し
て
実
体
法
上
の
先
決
関
係
を
有
す
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
…
…
こ
れ
に
対
し
て
、
手
続
的
に
は
、
課
税
要
件
の
存
否
に
関
す
る
争
 
 

い
の
早
期
確
定
と
滞
納
処
分
手
続
の
安
定
を
考
慮
し
て
、
滞
納
処
分
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
は
、
右
の
よ
う
に
実
体
法
上
は
先
決
関
係
が
 
 

ぁ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
課
税
要
件
不
存
在
の
主
張
を
も
は
や
許
さ
な
い
と
す
る
政
策
的
選
択
も
あ
り
う
る
。
通
説
・
判
例
が
課
税
要
件
 
 

の
誤
認
と
い
う
課
税
要
件
の
蝶
症
に
つ
き
、
場
合
に
よ
っ
て
は
理
由
付
記
を
要
求
し
、
ま
た
、
つ
ね
に
通
知
書
の
送
達
を
そ
の
成
立
要
件
 
 

と
し
、
か
つ
 

た
段
階
で
不
服
を
主
張
さ
せ
、
処
理
さ
せ
る
た
め
の
制
度
が
、
こ
の
よ
う
に
一
応
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
 
 

（
注
4
）
 
 

ぅ
に
、
右
解
釈
を
と
り
う
る
た
め
の
基
礎
を
提
供
し
て
い
る
。
」
と
の
説
が
あ
る
。
さ
ら
竺
般
的
に
こ
の
よ
う
に
「
行
政
行
為
の
公
定
 
 
 



カ
や
不
可
争
力
ほ
、
行
政
行
為
が
取
消
訴
訟
の
排
他
的
管
轄
に
属
す
る
こ
と
の
論
理
的
帰
結
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
行
為
の
違
法
 
 

（
5
注
）
 
 

を
取
消
訴
訟
で
争
え
な
い
よ
う
な
特
殊
事
情
の
あ
る
場
合
に
は
、
行
政
行
為
に
公
定
力
を
認
め
る
の
は
適
切
で
な
い
。
」
と
の
説
も
あ
る
。
 
 

公
定
力
に
関
す
る
以
上
の
見
解
に
基
づ
い
て
第
二
次
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
通
知
が
行
 
 

な
わ
れ
な
い
 
（
で
き
な
い
）
こ
と
、
し
た
が
っ
て
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
を
争
シ
校
会
が
十
分
に
保
証
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
 
 

い
こ
と
か
ら
、
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
公
定
力
の
合
理
性
を
裏
付
け
る
根
拠
が
十
分
に
は
整
っ
て
い
な
い
面
が
あ
る
と
言
え
よ
 
 

う
。
し
か
し
、
一
般
的
に
は
公
定
力
は
公
定
力
の
合
理
性
を
担
保
す
る
制
度
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
と
し
て
も
、
一
部
 
 

（
注
6
）
 
 

そ
の
裏
付
け
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
も
っ
て
直
ち
に
課
税
処
分
の
公
定
力
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
課
 
 

税
処
分
が
取
消
さ
れ
て
い
な
い
以
上
そ
れ
は
有
効
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
第
二
次
納
税
義
務
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
有
効
に
 
 

存
在
し
て
い
る
課
税
処
分
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
 
 
 

た
だ
し
、
第
二
次
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
は
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
公
定
力
の
合
理
性
を
裏
付
け
る
根
拠
が
十
分
で
な
い
こ
 
 

と
が
、
第
二
次
納
税
義
務
者
の
権
利
救
済
上
の
問
題
を
惹
起
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
何
ら
か
の
制
度
的
手
当
て
に
よ
り
第
二
次
納
税
義
務
 
 

者
に
対
し
て
も
公
定
力
の
合
理
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
え
よ
う
。
 
 

㈲
 
告
知
処
分
の
輝
痕
と
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
 
 
 

五
十
年
長
高
裁
判
決
に
つ
い
て
は
2
㈲
ロ
説
の
観
点
か
ら
判
旨
に
反
対
の
見
解
が
あ
る
。
そ
の
説
く
と
こ
ろ
は
「
抽
象
的
に
発
生
す
る
 
 

第
二
次
納
税
義
務
と
い
う
も
の
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
主
た
る
納
税
義
務
の
抽
象
的
な
租
税
債
務
の
範
囲
に
お
い
て
発
生
す
る
に
と
ど
ま
 
 

り
、
こ
れ
を
超
え
て
は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
…
…
そ
し
て
抽
象
的
な
第
二
次
納
税
義
務
は
、
具
体
的
な
主
た
る
納
税
義
務
 
 

な
ど
に
基
づ
い
て
発
生
す
る
の
で
は
な
く
、
主
た
る
納
税
義
務
者
の
抽
象
的
租
税
債
務
お
よ
び
こ
れ
を
具
体
的
に
確
定
す
る
申
告
ま
た
ほ
 
 

処
分
の
存
在
な
ど
を
要
件
と
し
て
発
生
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
第
二
次
納
税
義
務
者
か
ら
の
告
知
の
取
消
訴
 
 

四
一
 
 
 



四
二
 
 

訟
に
お
い
て
ほ
、
右
処
分
の
存
在
自
体
は
た
と
え
処
分
に
塀
庇
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
無
効
で
な
い
限
り
そ
の
公
定
力
に
よ
っ
て
 
 

争
い
え
な
い
が
、
告
知
に
か
か
る
納
税
義
務
に
見
合
う
べ
き
主
た
る
納
税
義
務
者
の
抽
象
的
租
税
債
務
の
一
部
ま
た
ほ
全
部
の
不
存
在
は
 
 

告
知
の
輝
痕
と
し
て
、
そ
の
取
消
理
由
と
な
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
こ
の
こ
と
は
主
た
る
納
税
義
務
者
か
ら
の
納
税
義
務
 
 

（
注
7
）
 
 

の
確
定
に
か
か
る
処
分
の
取
消
訴
訟
で
主
た
る
納
税
義
務
者
の
敗
訴
が
確
定
し
た
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
地
 
 

方
税
法
十
一
条
の
六
は
さ
き
に
も
紹
介
し
た
ご
と
く
、
主
た
る
納
税
義
務
者
が
そ
の
租
税
（
主
た
る
納
税
義
務
）
を
滞
納
し
そ
れ
に
つ
い
 
 

て
滞
納
処
分
を
し
て
も
な
お
そ
の
徴
収
す
べ
き
租
税
額
に
不
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
、
第
二
次
納
税
義
務
の
成
立
を
認
め
て
い
 
 

る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
実
体
法
的
に
主
た
る
納
税
義
務
の
あ
り
方
自
体
▲
（
そ
の
不
存
在
ま
た
は
無
効
以
外
の
事
由
も
含
め
て
）
が
第
二
次
 
 

納
税
義
務
成
立
の
構
成
要
件
を
構
成
し
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
二
次
納
税
義
務
者
ほ
自
己
の
第
二
次
納
税
義
 
 

（
注
8
）
 
務
成
立
自
体
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
主
た
る
納
税
義
務
の
違
法
性
を
主
張
し
う
る
も
の
と
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
の
説
も
 
 

あ
る
。
 
 
 

い
ず
れ
も
第
二
次
納
税
義
務
の
成
立
要
件
で
あ
る
「
滞
納
処
分
を
執
行
し
て
も
な
お
そ
の
徴
収
す
べ
き
額
に
不
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
 
 

と
き
」
の
解
釈
と
し
て
、
徴
収
す
べ
き
額
で
あ
る
主
た
る
納
税
義
務
の
額
を
抽
象
的
租
税
債
務
額
ま
た
は
実
体
法
上
あ
る
べ
き
租
税
債
務
 
 

額
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
確
定
し
た
租
税
債
務
と
異
な
り
抽
象
的
ま
た
は
あ
る
べ
き
租
税
債
務
は
現
実
に
は
明
ら
か
で
は
な
い
 
 

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
第
二
次
納
税
義
務
の
成
立
要
件
と
す
る
制
度
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
文
理
解
釈
上
も
滞
納
処
分
は
確
定
し
た
具
 
 

体
的
租
税
債
務
に
つ
い
て
執
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
確
定
し
た
主
た
る
納
税
義
務
の
租
税
債
務
額
が
徴
収
す
べ
き
額
で
あ
り
、
そ
 
 

れ
に
徴
収
可
能
額
が
不
足
す
る
時
に
第
二
次
納
税
義
務
が
成
立
す
る
と
解
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
 
 
 

具
体
的
に
確
定
し
た
主
た
る
納
税
義
務
の
額
が
抽
象
的
ま
た
は
あ
る
べ
き
租
税
債
務
の
額
よ
り
過
大
で
あ
．
っ
た
場
合
、
結
果
的
に
は
第
 
 

二
次
納
税
義
務
も
過
大
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
公
定
力
を
い
か
に
考
え
る
か
の
問
題
と
 
 
 



い
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
結
論
は
闇
で
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

二
 
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
 
 
 

1
 
問
題
の
所
在
 
 
 

（
4
）
 
 

（
5
）
 
 

（
6
）
 
 

（
7
）
 
 

（
8
）
 
 
 

（
3
）
 
 

（
2
）
 
 

田
中
・
前
掲
幸
三
二
七
頁
 
 
 

原
田
尚
彦
・
行
政
法
要
論
全
訂
第
三
版
一
六
〓
且
 
 
 

藤
田
・
前
掲
幸
二
〇
六
頁
 
 
 

昭
和
三
十
九
年
十
月
十
三
日
長
高
裁
琴
二
小
法
廷
判
決
・
税
務
訴
訟
資
料
三
八
号
六
八
六
頁
 
 
 

昭
和
三
十
七
年
十
月
十
入
日
東
京
地
裁
判
決
・
第
二
次
納
税
義
務
関
係
判
例
集
一
一
二
頁
 
 
 

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
十
六
日
神
戸
地
裁
判
決
・
第
二
次
納
税
義
務
関
係
判
例
集
五
〇
五
頁
 
 
 

昭
和
四
十
人
年
十
一
月
八
日
大
阪
高
裁
判
決
・
第
二
次
納
税
義
務
関
係
判
例
集
六
二
〇
貢
 
 
 

塩
野
 
宏
・
行
政
法
Ⅰ
第
二
版
一
一
六
頁
 
 
 

藤
田
こ
別
掲
書
一
一
入
頁
 
 
 

原
田
・
前
掲
喜
一
一
九
頁
 
 
 

小
早
川
・
前
掲
・
公
法
の
理
論
上
三
八
八
貢
 
 
 

原
田
・
前
掲
書
一
l
入
貢
 
 
 

第
二
次
納
税
義
務
者
が
適
時
に
不
服
を
主
張
し
う
る
梯
会
を
制
度
上
設
定
し
て
い
な
い
こ
と
は
第
二
次
納
税
義
務
者
に
公
定
力
が
及
ば
な
い
と
考
 
 

え
る
こ
と
を
許
す
と
す
る
見
解
と
し
て
小
早
川
・
前
掲
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
八
三
号
〓
ハ
一
貫
 
 
 

三
好
・
前
掲
・
会
社
と
訴
訟
（
下
）
八
六
入
貢
 
 
 

北
野
・
前
掲
・
民
商
法
雑
誌
七
五
巻
六
号
九
六
七
頁
 
 



四
四
 
 
 

五
十
年
長
高
裁
判
決
に
よ
れ
ば
、
第
二
次
納
税
義
務
者
が
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
輝
庇
を
争
う
場
合
、
主
た
る
納
税
義
務
の
 
 

課
税
処
分
が
不
存
在
ま
た
は
無
効
で
あ
れ
ば
、
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
争
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
取
消
原
 
 

因
と
な
る
輝
癖
に
つ
い
て
は
第
二
次
納
租
義
務
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
で
は
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
第
二
次
納
税
義
 
 

務
者
が
主
た
る
納
税
義
務
を
争
う
必
要
が
慮
る
の
ほ
第
二
次
納
税
義
務
の
範
囲
の
前
提
と
な
る
主
た
る
納
税
義
務
の
税
額
が
過
大
で
あ
る
 
 

こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
税
額
が
過
大
で
あ
る
か
否
か
は
、
無
効
原
因
と
な
る
重
大
か
つ
明
白
な
顆
庇
 
 

に
該
当
し
な
い
の
で
、
主
た
る
納
税
義
務
の
存
否
又
は
数
額
を
争
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
第
二
次
納
税
義
務
の
前
提
と
な
る
主
 
 

た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
顆
庇
に
つ
い
て
Y
第
二
次
納
税
義
務
者
は
自
己
の
告
知
処
分
み
取
消
訴
訟
に
お
い
て
は
十
分
な
主
張
が
行
 
 

な
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
補
う
た
め
第
二
次
納
税
義
務
者
は
、
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
自
体
の
取
消
訴
訟
を
提
起
し
得
る
 
 

か
否
か
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
 
 
 

第
二
次
納
税
義
務
者
が
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
取
消
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
す
な
わ
ち
原
告
適
格
を
有
す
る
 
 

か
否
か
は
、
第
二
次
納
税
義
務
者
が
、
通
則
法
二
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
行
政
事
件
訴
訟
法
（
以
下
「
行
訴
法
」
と
い
う
J
九
条
の
 
 

「
処
分
の
取
消
の
訴
え
及
び
裁
決
の
取
消
の
訴
え
（
以
下
「
取
消
訴
訟
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
処
分
又
は
裁
決
の
取
消
し
を
求
め
る
に
つ
 
 

き
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
…
…
に
限
り
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
の
規
定
に
該
当
す
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
 
 

「
法
律
上
の
利
益
」
に
つ
い
て
、
判
例
・
通
説
は
実
定
法
の
保
護
し
て
い
る
利
益
を
指
し
、
反
射
的
利
益
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
と
し
て
 
 

い
る
。
こ
れ
は
原
告
適
格
を
限
定
的
に
解
す
巧
も
の
で
「
法
の
保
護
す
る
利
益
説
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
現
実
に
受
け
る
不
利
 
 

益
の
実
態
に
着
目
し
裁
判
で
保
護
す
る
に
値
す
る
か
ど
う
か
を
個
別
具
体
的
に
判
断
し
て
訴
え
の
利
益
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
説
が
提
唱
 
 

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
原
告
適
格
を
よ
り
広
く
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
「
保
護
に
値
す
る
利
益
説
」
と
よ
ば
れ
る
。
近
年
、
判
例
も
 
 

原
告
適
格
を
比
較
的
柔
軟
町
認
め
る
傾
向
も
み
ら
れ
る
。
第
二
次
納
税
義
務
者
が
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
に
つ
い
て
の
原
告
適
格
 
 
 



を
有
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
九
条
に
つ
い
て
の
以
上
の
見
解
を
反
映
し
、
学
説
が
対
立
し
て
い
る
。
 
 

2
 
第
二
次
納
税
義
務
者
の
原
告
適
格
に
関
す
る
学
説
 
 

川
 
積
極
説
 
 
 

第
二
次
納
税
義
務
者
は
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
を
有
す
る
と
す
る
積
極
説
と
し
て
、
行
訴
法
九
条
は
取
 
 

消
訴
訟
の
原
告
適
格
を
処
分
の
相
手
方
の
み
に
限
定
せ
ず
「
取
消
を
求
め
る
に
つ
き
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
」
と
定
め
て
お
り
、
第
 
 

二
次
納
税
義
務
者
は
主
た
る
納
税
義
務
の
税
額
が
過
大
で
あ
れ
ば
直
ち
に
不
利
益
を
受
け
る
の
で
、
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
に
該
当
 
 

（
注
1
）
 
 

し
、
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
取
消
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
説
と
、
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
か
否
か
問
題
は
 
 

あ
る
が
、
法
律
上
の
利
益
も
広
く
認
め
よ
う
と
す
る
傾
向
も
考
慮
し
、
第
二
次
納
税
義
務
制
度
の
有
す
る
特
異
性
か
ら
第
二
次
納
税
義
務
 
 

（
注
2
）
 
 

者
の
権
利
保
護
の
観
点
を
重
視
し
取
消
訴
訟
の
提
起
を
認
め
よ
う
と
す
る
説
が
あ
る
。
 
 

㈲
 
消
極
説
 
 
 

消
極
説
は
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
の
中
で
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
輝
庇
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
 
 

あ
っ
て
、
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
は
主
た
る
納
税
義
務
者
と
国
の
間
の
法
律
関
係
を
確
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
者
で
あ
る
第
 
 

（
注
3
）
 
 

二
次
納
税
義
務
者
が
直
接
介
入
す
る
の
は
極
め
て
異
例
で
あ
り
、
そ
の
必
要
も
な
い
と
す
る
。
 
 
 

積
極
説
、
消
極
説
い
ず
れ
も
第
二
次
納
税
義
務
者
に
何
ら
か
の
形
で
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
暇
痕
を
主
張
さ
せ
る
必
要
を
認
 
 

め
る
も
の
で
あ
り
、
積
極
説
は
保
護
に
値
す
る
利
益
説
に
影
響
さ
れ
つ
つ
も
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
で
は
争
う
こ
と
 
 

が
で
き
な
い
こ
と
が
、
積
極
説
に
立
つ
有
力
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
消
極
説
は
「
法
律
の
保
護
す
る
利
益
説
」
に
 
 

近
い
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
の
前
提
に
は
第
二
次
納
税
義
務
者
は
自
己
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
 
 

分
の
暇
痕
を
争
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
権
利
救
済
の
た
め
に
は
極
め
て
効
率
的
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

四
五
 
 
 



3
 
元
年
大
阪
高
裁
判
決
 
 

（
注
1
）
 
 
 

元
年
大
阪
高
裁
判
決
（
一
審
昭
和
六
十
三
年
七
月
十
三
日
神
戸
地
裁
判
決
）
は
、
第
二
次
納
税
義
務
を
課
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
 
 

は
、
現
実
に
そ
の
納
付
告
知
処
分
を
受
け
る
前
で
あ
っ
て
も
、
主
た
る
納
税
義
務
者
に
対
す
る
課
税
処
分
の
無
効
確
認
訴
訟
及
び
取
消
訴
 
 

訟
の
原
告
適
格
を
有
す
る
と
判
断
し
、
こ
の
上
告
審
で
あ
る
三
年
長
高
裁
判
決
は
原
審
の
判
断
を
維
持
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

元
年
大
阪
高
裁
判
決
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

仙
 
無
効
確
認
訴
訟
に
つ
い
て
 
 
 

無
効
確
認
訴
訟
の
訴
え
の
利
益
に
つ
い
て
、
原
告
適
格
の
面
に
お
い
て
は
取
消
訴
訟
の
場
合
と
同
じ
く
、
当
該
処
分
も
し
く
ほ
裁
決
の
 
 

存
否
又
は
効
力
の
有
無
の
確
認
を
求
め
る
に
つ
き
、
法
律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
を
有
す
る
者
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
る
も
の
と
い
う
べ
く
、
 
 
 

注
 
 

（
1
）
 
善
良
・
前
掲
・
税
法
学
二
五
七
号
二
四
京
 
 

北
野
こ
別
掲
・
民
商
法
雑
誌
七
五
巻
六
号
九
六
入
貢
 
 

大
崎
・
前
掲
・
税
大
論
叢
九
号
一
九
四
貢
 
 

藤
原
・
前
掲
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
二
八
号
一
六
二
貢
 
 

（
2
）
 
浅
田
・
前
掲
書
三
二
三
頁
 
 

三
好
こ
糾
掲
・
会
社
と
訴
訟
（
下
）
八
六
九
貢
 
 

今
井
・
前
掲
・
判
例
時
報
八
〇
四
号
一
三
一
貫
 
 

（
3
）
 
小
沢
・
前
掲
・
税
務
弘
報
ニ
ー
巻
三
号
五
入
頁
 
 

小
早
川
・
前
掲
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
入
三
号
〓
ハ
一
貫
 
 

北
野
編
・
税
法
の
基
本
原
理
（
執
筆
担
当
水
野
）
一
七
七
貢
 
 



単
な
る
法
の
反
射
的
利
益
あ
る
い
は
事
実
上
の
利
益
の
侵
害
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
場
合
は
無
効
確
認
訴
訟
の
原
告
適
格
を
認
め
る
に
由
し
 
 

な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
五
十
三
年
三
月
十
四
日
第
三
小
法
廷
判
決
∵
民
集
三
二
巻
二
号
二
一
一
貫
参
照
）
 
 

と
し
、
き
ら
に
行
訴
法
三
十
三
条
の
原
告
適
格
に
つ
い
て
「
無
効
確
認
等
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
そ
の
訴
え
の
具
体
的
利
益
と
必
要
 
 

性
が
、
l
つ
に
は
、
係
争
処
分
の
続
行
処
分
に
よ
っ
て
原
告
に
損
害
が
生
じ
る
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
た
め
に
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
予
防
 
 

的
利
益
が
肯
定
さ
れ
る
場
合
と
、
第
二
に
は
、
原
告
の
利
益
が
、
処
分
の
無
効
を
前
提
と
し
た
現
在
の
権
利
関
係
に
関
す
る
訴
訟
に
還
元
 
 

し
て
保
護
を
求
め
る
に
は
適
さ
な
い
場
合
と
の
、
二
つ
の
場
合
に
制
限
さ
れ
る
と
と
も
に
、
右
続
行
処
分
に
よ
り
損
害
を
受
け
る
お
そ
れ
 
 

が
あ
る
場
合
に
は
、
現
在
の
法
律
関
係
に
関
す
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
無
効
等
確
認
の
訴
え
の
提
起
 
 

が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
十
七
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
民
集
三
〇
巻
三
号
三
 
 

入
四
頁
参
照
。
）
」
と
判
示
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
「
主
た
る
課
税
処
分
等
と
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
と
 
 

の
関
係
及
び
そ
の
間
に
違
法
性
の
承
継
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
に
照
ら
す
と
、
第
二
次
納
税
義
務
者
は
、
主
た
る
課
税
処
分
等
そ
の
 
 

も
の
を
争
う
に
つ
い
て
、
前
記
説
示
に
か
か
る
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
行
政
事
件
訴
訟
法
三
十
六
条
所
定
の
 
 

係
争
処
分
の
後
続
処
分
に
よ
っ
て
自
己
に
損
害
が
生
じ
る
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
た
め
に
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
予
防
的
利
益
を
有
す
る
と
 
 

認
め
ら
れ
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
と
い
う
べ
く
、
し
た
が
っ
て
、
第
二
次
納
税
義
務
者
の
救
済
の
た
め
忙
、
主
た
る
課
税
処
分
等
そ
の
 
 

も
の
に
対
し
て
第
二
次
納
税
義
務
者
が
無
効
確
認
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
こ
の
理
は
、
第
 
 

二
次
納
税
義
務
を
課
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
が
乳
実
に
納
付
告
知
を
受
け
る
ま
で
の
問
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
別
異
に
解
す
る
要
を
み
 
 

な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
し
て
原
告
適
格
を
認
め
た
 
（
本
案
に
お
い
て
無
効
原
因
が
な
い
と
し
て
棄
却
）
。
 
 

闇
 
取
消
訴
訟
に
つ
い
て
 
 
 

取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
に
つ
い
て
「
行
政
事
件
訴
訟
法
九
条
所
定
の
行
政
処
分
等
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
原
告
適
格
を
有
す
る
者
は
、
 
 

四
七
 
 
 



四
八
 
 

当
該
処
分
も
し
く
は
裁
決
の
取
消
を
求
め
る
に
つ
き
、
法
律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
を
有
す
る
者
に
限
ら
れ
る
も
の
と
い
う
べ
く
、
ま
た
、
 
 

右
法
律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
と
は
、
当
該
処
分
等
が
違
反
す
る
と
さ
れ
て
い
る
実
定
法
規
が
原
告
の
個
人
的
利
益
を
保
護
す
る
趣
旨
で
行
 
 

政
権
の
行
使
を
制
約
し
て
い
る
場
合
を
い
い
、
こ
れ
と
ほ
異
な
り
、
他
の
目
的
、
特
に
公
益
の
実
現
を
目
的
と
し
て
行
政
権
の
行
使
を
規
 
 

制
し
て
い
る
結
果
と
し
て
、
た
ま
た
ま
原
告
が
一
定
の
利
益
を
受
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
単
な
る
法
の
反
射
的
利
益
あ
る
い
は
事
実
上
 
 

の
利
益
の
侵
害
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
原
告
適
格
を
認
め
る
に
由
し
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
五
十
三
 
 

年
三
月
十
四
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
民
集
三
二
巻
二
号
二
一
一
貫
参
照
。
）
」
と
し
、
第
二
次
納
税
義
務
者
の
原
告
適
格
に
つ
い
て
は
「
主
 
 

た
る
課
税
処
分
等
と
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
と
の
関
係
及
び
そ
の
間
に
違
法
性
の
承
継
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
に
照
ら
す
と
、
第
 
 

二
次
納
税
義
務
者
は
、
主
た
る
課
税
処
分
等
そ
の
も
の
の
取
消
を
求
め
る
に
つ
い
て
、
前
記
説
示
に
か
か
る
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
 
 

に
あ
た
る
も
の
と
い
う
べ
く
、
し
た
が
っ
て
、
第
二
次
納
税
義
務
者
の
救
済
の
た
め
に
、
主
た
る
課
税
処
分
等
そ
の
も
の
に
対
し
て
第
二
 
 

次
納
税
義
務
者
が
取
消
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
こ
の
理
は
、
第
二
次
納
税
義
務
を
課
さ
れ
 
 

る
お
そ
れ
が
あ
る
者
が
現
実
に
納
付
告
知
を
受
け
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
別
異
に
解
す
る
要
を
み
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
こ
 
 

と
は
、
前
記
無
効
等
確
認
訴
訟
に
つ
い
て
説
示
し
た
と
こ
ろ
と
同
様
で
あ
る
。
」
と
し
て
原
告
適
格
を
認
め
た
（
本
案
に
お
い
て
取
消
原
 
 

田
が
な
い
と
し
て
棄
却
）
。
 
 
 

こ
の
大
阪
高
裁
判
決
に
つ
い
て
は
、
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
自
体
に
対
す
る
取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
を
認
め
た
こ
と
を
評
価
し
 
 

つ
つ
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
第
二
次
納
税
義
務
者
が
権
利
救
済
さ
れ
る
場
合
は
極
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
第
二
次
納
税
義
務
の
納
 
 

付
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
暇
痕
を
主
張
す
る
こ
と
を
認
め
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
す
る
 
 

（
注
2
）
 
 

見
解
、
第
二
次
納
税
義
務
者
の
権
利
救
済
の
ミ
チ
を
閉
ざ
す
の
は
不
都
合
で
あ
る
か
ら
法
律
上
の
利
益
を
認
め
る
こ
と
に
つ
き
結
果
を
妥
 
 

（
注
3
）
 
 

当
と
す
る
見
解
が
あ
る
．
。
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検
討
 
 

川
 
法
律
上
の
利
益
 
 
 

無
効
確
認
訴
訟
と
取
消
訴
訟
の
原
告
適
穐
の
共
通
の
要
件
で
あ
る
法
律
上
の
利
益
の
意
義
に
つ
い
て
ほ
、
前
述
の
と
お
り
学
説
の
対
立
 
 

が
あ
る
。
元
年
大
阪
高
裁
判
決
で
は
、
通
説
・
判
例
に
そ
っ
て
法
律
上
の
利
益
と
は
何
か
を
説
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
説
示
を
 
 

本
事
案
に
当
て
は
め
る
と
、
必
ず
し
も
素
直
に
理
解
で
き
る
も
の
と
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
本
判
決
の
反
射
的
利
益
の
説
示
に
当
て
は
め
る
 
 

ほ
う
が
素
直
に
理
解
で
き
る
。
 
 
 

本
判
決
が
や
や
無
理
な
解
釈
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
本
判
決
の
述
べ
る
と
お
り
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
と
第
二
次
 
 

納
税
義
務
の
告
知
と
の
関
係
及
び
そ
の
間
に
違
法
性
の
承
継
が
認
め
ら
れ
ず
、
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
塀
庇
を
第
二
次
納
税
義
 
 

務
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
で
は
主
張
で
き
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
第
二
次
納
税
義
務
者
に
対
し
七
原
告
適
格
を
広
く
認
め
よ
う
と
 
 

し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
法
の
保
護
す
る
利
益
説
に
立
ち
な
が
ら
原
告
適
格
を
柔
軟
に
認
め
よ
う
と
す
る
一
例
と
言
え
よ
う
。
第
二
次
納
税
 
 

義
務
者
の
権
利
救
済
の
観
点
か
ら
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
理
解
で
き
る
が
、
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
 
 

を
広
く
解
す
る
と
原
告
適
格
の
あ
る
者
は
広
範
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
大
量
に
反
復
し
て
行
な
わ
れ
る
課
税
処
分
に
つ
い
て
処
分
の
相
 
 

四
九
 
 
 

こ こi注  

税
務
訴
訟
資
料
一
六
五
号
二
五
〇
文
 
 

字
賀
克
也
・
判
例
研
究
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
四
七
号
〓
ニ
○
真
 
 

金
子
芳
雄
・
判
例
評
釈
判
■
例
時
報
二
三
四
三
号
一
七
七
頁
 
 

篠
原
陸
・
判
例
評
釈
し
訟
務
月
報
三
五
巻
八
号
一
六
一
入
貢
 
 

三
年
長
高
裁
判
決
に
つ
き
税
務
事
例
二
三
巻
三
号
一
八
頁
 
 



五
〇
 
 

（
注
1
）
 
 

手
方
以
外
の
者
に
対
し
て
原
告
適
格
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。
 
 

吻
 
最
高
裁
判
決
虹
よ
る
第
二
次
納
税
義
務
者
の
位
置
 
 
 

第
二
次
納
税
義
務
者
と
主
た
る
納
税
義
務
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
五
十
年
最
高
裁
判
決
は
第
二
次
納
税
義
務
者
を
主
た
る
納
税
義
務
者
 
 

と
特
別
の
関
係
に
あ
る
第
三
者
で
あ
っ
て
本
来
の
納
税
義
務
者
に
準
ず
る
者
と
し
、
告
知
も
徴
収
上
の
処
分
と
解
釈
し
、
第
二
次
納
税
義
 
 

務
者
の
独
立
性
を
極
め
て
限
定
的
に
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
六
年
十
二
月
六
日
の
最
高
裁
判
決
も
五
十
年
重
商
裁
判
決
を
参
照
し
っ
 
 

っ
「
右
告
知
処
分
た
よ
り
具
体
的
に
発
生
す
る
第
二
次
胡
税
義
務
は
、
既
に
確
定
し
て
い
る
主
た
る
納
税
義
務
者
の
納
税
義
務
を
補
完
す
 
 

る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
と
別
個
独
立
に
発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
右
義
務
は
、
主
た
る
納
税
義
務
が
発
生
し
存
続
す
る
限
 
 

り
、
必
要
に
応
じ
て
い
つ
で
も
課
せ
ら
れ
る
可
能
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
右
納
付
告
知
は
、
た
だ
、
そ
の
義
務
の
発
生
を
知
ら
し
 
 

め
る
徴
収
の
た
め
の
処
分
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
」
と
よ
り
以
上
に
的
竺
一
次
納
税
義
務
者
と
主
た
る
納
税
義
務
者
の
一
体
性
を
強
調
し
て
い
 
 

る
と
い
え
る
。
元
年
大
阪
高
裁
判
決
の
上
着
審
で
あ
る
三
年
最
高
裁
判
決
は
原
告
適
格
に
つ
い
て
積
極
的
に
は
判
断
を
示
し
て
い
な
い
の
 
 

で
あ
る
が
、
第
二
次
納
税
義
務
者
に
対
す
る
以
上
二
件
の
最
高
裁
の
見
解
か
ら
す
れ
ば
、
主
た
る
納
税
義
務
者
と
別
に
独
立
し
て
第
二
次
 
 

納
税
義
務
者
ま
た
は
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
、
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
取
消
訴
訟
の
訴
え
の
 
 

提
起
を
認
め
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
第
二
次
納
税
義
務
者
は
課
税
処
分
を
受
け
た
後
 
 

滞
納
処
分
を
受
け
る
主
た
る
納
税
義
務
者
と
同
一
の
立
場
に
あ
る
と
解
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
納
税
者
は
課
税
処
分
の
無
効
 
 

（
注
2
）
 
 

確
認
訴
訟
を
提
起
で
き
る
と
す
る
最
高
裁
の
判
例
に
し
た
が
い
第
二
次
納
税
義
務
者
に
原
告
適
格
を
認
め
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
 
 

か
し
、
第
二
次
納
税
義
務
者
に
な
り
得
る
者
は
多
数
あ
り
得
る
こ
と
を
考
え
る
と
原
告
適
格
を
広
く
認
め
る
こ
と
に
は
前
述
の
と
お
り
疑
 
 

問
を
覚
え
る
。
具
体
的
事
例
に
つ
い
て
は
慎
重
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 

㈲
 
そ
の
他
の
問
題
 
 
 



第
二
次
納
税
義
務
者
に
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
る
と
、
特
に
主
た
る
納
税
義
務
者
が
無
 
 

資
力
で
自
己
の
課
税
処
分
を
争
う
意
思
を
有
し
て
い
な
い
よ
う
な
場
合
に
ほ
、
第
二
次
納
税
義
務
者
の
主
導
で
権
利
救
済
を
図
れ
る
こ
と
 
 

と
な
り
、
一
定
の
範
囲
で
権
利
救
済
の
道
が
整
っ
て
、
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
元
年
大
阪
高
裁
判
決
は
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
 
 

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
判
示
が
正
し
い
と
し
て
も
、
本
判
決
が
出
訴
期
間
の
起
算
点
を
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
時
に
置
い
て
い
る
 
 

こ
と
か
ら
、
現
実
に
ほ
第
二
次
納
税
義
務
者
が
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
取
消
訴
訟
を
提
起
で
き
る
場
合
は
限
ら
れ
た
も
の
と
な
 
 

る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

ま
た
、
元
年
大
阪
高
裁
判
決
で
は
一
審
と
同
様
に
無
効
確
認
訴
訟
の
原
告
適
格
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
法
律
上
の
利
益
の
点
か
 
 

ら
疑
問
で
あ
る
し
、
無
効
原
因
は
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
で
も
主
張
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
必
要
性
は
少
な
 
 

い
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

注
 
 
 

（
1
）
 
滞
納
処
分
の
相
手
方
以
外
の
者
に
原
告
適
格
を
認
め
た
例
と
し
て
昭
和
四
十
四
年
三
月
十
日
鳥
取
地
裁
判
決
∵
訟
務
月
報
一
五
巻
五
号
五
七
六
頁
 
 
 

（
2
）
 
滞
納
処
分
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
課
税
処
分
の
無
効
確
認
訴
訟
の
原
告
適
格
を
認
め
た
例
と
し
て
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
十
七
日
最
高
 
 

裁
第
三
小
法
廷
判
決
・
税
務
訴
訟
資
料
八
八
号
五
〇
七
貢
 
 

三
 
ま
と
め
 
 
 

五
十
年
最
高
裁
判
決
に
よ
る
と
、
第
二
次
納
税
義
務
者
は
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
の
取
消
訴
訟
に
お
い
て
主
た
る
納
税
義
務
の
 
 

課
税
処
分
の
不
存
在
ま
た
は
無
効
に
つ
い
て
争
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
取
消
原
因
た
る
輝
庇
に
つ
い
て
は
争
え
な
い
。
一
方
、
元
年
大
阪
 
 

高
裁
判
決
お
よ
び
三
年
長
高
裁
判
決
に
ユ
る
と
第
二
次
納
税
義
務
者
ほ
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
に
つ
い
て
独
自
に
取
消
訴
訟
を
提
 
 

起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
含
も
現
実
に
ほ
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
の
通
知
が
な
い
こ
と
、
不
服
審
査
前
置
、
出
 
 

五
一
 
 
 



五
二
 
 

訴
潮
間
の
関
係
か
ら
訴
訟
を
提
起
で
き
る
場
合
ほ
限
定
さ
れ
る
？
通
常
の
・
納
税
者
が
自
己
に
対
す
る
課
税
処
分
に
つ
い
て
十
分
争
う
検
会
 
 

が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
徴
収
上
の
処
分
を
争
う
場
合
に
課
税
処
分
を
争
う
必
要
が
な
い
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
・
第
二
次
納
税
義
務
者
は
制
 
 

度
の
形
式
上
、
権
利
救
済
の
面
で
不
利
な
立
場
に
あ
る
こ
・
と
ほ
否
定
で
き
な
い
や
あ
ろ
う
。
 
 
 

そ
れ
ほ
第
二
次
納
税
義
務
御
慶
が
、
五
十
年
最
高
裁
判
決
お
よ
び
六
年
長
高
裁
判
決
が
説
く
よ
う
に
、
第
二
次
納
税
義
務
者
と
主
た
る
 
 

納
税
義
務
者
と
は
同
一
と
取
り
扱
っ
て
も
公
平
を
失
し
な
い
関
係
に
あ
る
と
し
て
、
第
二
次
納
税
義
務
者
の
告
知
に
始
ま
る
手
続
が
全
く
 
 

徴
収
上
の
手
続
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
。
確
か
に
第
二
次
納
税
義
務
者
は
主
た
る
納
税
義
務
者
と
特
別
の
関
係
 
 

に
あ
る
賢
あ
る
が
、
儲
二
次
納
我
義
務
者
と
主
た
局
納
税
義
務
者
の
瀾
係
の
態
様
は
様
々
で
あ
る
。
例
え
ば
徴
収
法
四
十
妄
の
人
格
 
 

の
な
い
社
団
等
陀
係
る
第
二
次
納
税
義
務
の
場
食
は
、
▲
孝
一
次
納
税
義
務
者
は
単
に
主
た
る
納
税
義
務
者
の
財
産
の
名
義
人
で
あ
り
、
第
 
 

二
次
納
税
義
務
を
課
し
た
と
し
て
も
実
質
的
に
第
三
者
に
対
し
て
新
た
な
義
務
を
負
わ
せ
る
も
の
と
言
え
ず
、
主
た
る
納
税
義
務
者
と
同
 
 

一
に
取
り
扱
う
こ
と
も
合
理
的
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
徴
収
法
三
十
九
条
の
無
償
ま
た
は
著
し
く
低
額
の
譲
受
人
等
の
第
二
次
納
 
 

税
義
務
の
瘍
合
は
、
ケ
譲
受
人
が
利
益
を
得
て
い
．
る
こ
と
を
も
っ
▲
て
主
た
る
納
税
義
務
者
と
同
一
に
取
ケ
扱
う
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
場
合
に
 
 

も
合
理
的
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
セ
あ
古
う
り
し
か
し
、
様
々
な
関
係
を
第
二
次
納
税
義
務
と
し
▼
て
構
成
す
る
と
き
、
現
行
制
 
 

度
は
主
た
る
納
税
義
務
者
と
第
二
次
納
税
義
務
者
の
特
別
の
関
係
を
重
視
し
．
て
全
て
徴
収
上
の
手
続
と
し
て
構
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
 
 

二
次
納
税
義
務
の
告
知
が
新
た
な
独
立
し
た
具
体
的
義
務
を
第
二
次
納
税
義
務
者
に
課
す
る
二
面
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
課
税
処
分
と
し
 
 

て
の
性
質
を
全
く
否
定
す
る
こ
と
に
は
矢
張
り
無
理
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
 
 
 

徴
収
法
の
全
文
改
正
か
ら
相
当
の
期
間
が
経
過
し
、
拡
充
・
整
備
さ
れ
た
第
二
疾
納
税
義
務
の
制
度
を
現
実
に
執
行
し
た
結
果
、
第
三
 
 

者
に
新
た
な
独
立
の
義
務
を
負
わ
せ
る
第
二
次
納
税
義
務
の
形
式
が
単
に
形
式
に
止
ま
ら
ず
、
〉
実
質
的
に
も
第
二
次
納
税
義
務
者
の
独
立
 
 

性
を
主
張
し
権
利
救
済
を
求
め
る
事
例
が
少
数
で
は
あ
っ
て
も
発
生
し
て
き
た
。
そ
の
こ
と
は
現
行
制
度
と
現
実
と
の
問
に
一
致
し
な
い
 
 
 



と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

五
十
年
最
高
裁
判
決
、
元
年
大
阪
高
裁
判
決
お
よ
び
三
年
長
高
裁
判
決
忙
よ
っ
て
実
務
お
よ
び
裁
判
は
第
二
次
納
税
義
務
者
の
権
利
救
 
 

済
に
つ
い
て
の
現
実
的
な
指
針
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
現
行
制
度
の
中
で
最
善
の
方
法
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
 
 

必
ず
し
も
十
分
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
 
 
 

ま
た
、
そ
の
理
論
構
成
に
つ
い
て
も
、
・
大
量
に
反
復
し
て
行
な
わ
れ
る
課
税
処
分
の
早
期
確
定
の
観
点
か
ら
は
疑
問
を
覚
え
る
と
こ
ろ
 
 

も
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
二
次
納
税
義
務
が
納
税
義
務
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
以
上
、
制
度
的
に
よ
り
有
効
な
権
利
救
済
の
手
当
が
さ
 
 

れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
は
第
二
次
納
税
義
務
の
告
知
処
分
を
受
け
た
者
が
、
告
知
処
分
の
取
消
蘭
訟
に
お
い
て
主
た
る
納
税
 
 

義
務
の
課
税
処
分
を
争
う
こ
と
を
認
め
る
方
向
で
あ
る
こ
と
が
効
率
阻
で
あ
り
、
そ
の
場
合
一
定
の
範
囲
で
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
 
 

分
の
公
定
力
を
制
限
す
る
特
別
の
規
定
が
必
要
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
制
度
が
整
え
ば
、
主
た
る
納
税
義
務
の
課
税
処
分
 
 

に
対
し
て
第
二
次
納
税
義
務
を
課
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
が
取
消
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
解
釈
は
、
現
実
に
ほ
不
要
の
 
 

も
の
に
な
る
と
考
え
る
。
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